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めざすこと（研究目的）

ペットもヒトも「がん」になりにくい食生活環境の創出
やること（研究方法）

イヌに「がん」を起こす
原因物質を探し、その物質が
がんを起こすメカニズムを解析

わかること・できること（成果）

ヒトやイヌに対して「がん」
を起こすリスクが高い成分を

含んだ食品を予測
効果的な「がん」予防に

こんなふうに研究しています！ キーワード解説

遺伝毒性：DNAを傷つけ、遺伝子変異を引き起こす性質
遺伝子変異が重なると細胞が「がん」化する

遺伝子の分析を
行っているところ

イヌ肝臓の異物活性化
能力を調べているところ


